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学 位  論 文 要 旨
被覆植物を用いた雑草抑制の評価とヤブランが生産する植物生育阻害物質
アゼチジンー 2 ーカルボン酸のアレロケミカルとしての評価
Evaluation of weed suppression by ground cover plants and evaluation of 




総称で、 近年、 雑草管理省力化や土壊流亡の防止を目的として、 様々な場所で
利用されている。被覆植物は修景に配慮した緑化を行うことが可能になるため、 
畦畔や河川敷法面、 道路中央分離帯、 公園、 植栽枡等においても用いられ、 利 




合などの物理的機能であるが、 化学的機能であるアレロパシ ー も重要な役割を
担っている可能性がある。 アレロパシ ー とは、 「主に植物が放出する化学物質
が他の生物に阻害的 ・ 促進的な影響を与える現象」 のことを指し、 その作用経
路として「茎葉からの揮発（植物の茎葉から揮発性物質として放出する揮散）
(volatilization)」 、 「雨などによる溶脱（生葉あるいは落葉 落枝から雨水や霧




多年生被覆植物として 一 般的に使用実績があるクリ ー ピングタイム(Thymus
serphyl /um)、 シバザクラ (Phlox subulata)、 ヒメイワダレソウ( Phyla ca nescens)、
マツバギク (Mesembryanthemum spectabile)、 リュウノヒゲ(Ophiopogon
japan icus)、 ペニ ー ロイヤ．ルミント(Men th a pulegium)およびヤブラン(Liriope
muscari)を選定し 、 東京農工大学の動物医療センタ ー 前の庭において、 5年間

